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1．はじめに
　現代社会では、子どもの環境においてテレビの存
在は無視できないほど大きな位置を占めるように
なってきている。首都圏の子どもたちを対象にし、
平成 13 年にスタートして現在も継続されている大
規模調査である NHK 放送文化研究所の“子どもに
良い放送”プロジェクトの調査 1）2）によると、就学
前児のテレビの視聴時間（この調査では「専念視聴」
と「ながら視聴」をあわせた時間を視聴時間として
いる）は、年齢によっても異なるが平均で 1 日に 1
時間半ほどであるという。また、視聴時間に加え、
視聴してはいないがテレビがついているだけの時間

（接触時間）も含めると、0 歳で 3 時間 13 分、1 歳
で 3 時間 24 分、2 歳で 2 時間 44 分、3 歳で 2 時間
29 分、4 歳で 2 時間 13 分、5 歳で 2 時間 9 分であっ
た。24 時間から睡眠や入浴などの必需行動時間と
移動などの拘束時間を引いたいわゆる家庭での自由
な“可処分時間”は、0 ～ 3 歳までは約 6 時間、4
～ 6 歳では約 5 時間から 4 時間である（NHK 放送
文化研究所 ,	2003,	菅原ら（2005）3）より引用）こ
とを考えると、子どもたちのテレビ視聴時間・接触
時間は決して少ない数字とはいえないだろう。
　このように、乳幼児にとってテレビやビデオ・DVD
といった映像メディアが当たり前の存在となるに伴っ
て、子ども時代にテレビを視聴することが発達に何ら
かの影響を及ぼすのではないかという懸念も生じて

きている。特に、アメリカ小児科学会や日本小児科
医会、日本小児科学会が、乳幼児のテレビ接触・視
聴に関して、2 歳以下の子どもにテレビを見せること
を控えることを盛り込んだ提言を出してからは（アメ
リカ小児科学会は 1999 年、日本小児科医会、日本
小児科学会は 2004 年に提言を発表）、一般の養育
者の関心もより高まってきたといえよう。
　では、実際にテレビ視聴は子どもの発達にどの
ような影響を与えるのであろうか。Zimmerman，
Christakis	and	Meltzoff（2007）は、乳幼児期の
DVD やテレビの視聴が語彙発達に影響するかどうか
を検討した 4）。彼らは、2 ～ 28 ヶ月児を対象に、親
とのインタラクションの時間、DVD やビデオの視聴
時間・種類や、言語発達の尺度であるコミュニケーショ
ン発達尺度（CDIの得点）を調べた。その結果、赤
ちゃん向けの DVD やビデオの視聴は早期幼児期の
語彙発達にネガティブな影響を与えること、親が一
緒にテレビを視聴しているかどうかは言語発達に影響
を与えないことを報告している。また、Christakis	 et	
al.（2004）は、乳幼児期（この研究では 1 歳時と 3
歳時）のテレビ視聴量が多いほど 7 歳時点でADHD
などに関連する注意の問題が生じる割合が多いこと
を示した 5）。さらに、Zimmermann	and	Christakis

（2005）は、3 歳未満でのテレビ視聴時間が多い子
どもほど就学時の言葉の読みや理解、数字の記憶な
どの成績が劣るという報告をしている 6）。
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　日本においても、長時間のテレビ視聴が子どもの
発達にネガティブな影響を及ぼすという報告が多く
なされている。たとえば、服部ら（2004）は、3 ～
5 歳児を対象として質問紙調査をおこない、テレビ
視聴時間が長くなると生活習慣に悪影響を及ぼす可
能性を指摘した。つまり、テレビ視聴時間が長いと、
就寝時間が遅くなり、就寝・起床のリズムが不規則
となることや、朝食摂取が十分でなく、偏食傾向が
見られたり、清潔や着脱衣の習慣も形成されにくい
ことを見出している 7）。また、齋藤（2008）は、1
歳 6 ヶ月児を対象として、精神発達指標、生活、テ
レビ・ビデオ視聴時間の関係を調べた。その結果、
精神発達指標とテレビ視聴時間に負の相関があるこ
と、外遊び時間と平日にテレビがついている・見て
いる時間の長さに負の相関があること、食事中にテ
レビを消している世帯はテレビをつけたり見ている
時間が短いことを報告し、テレビを見ている時間が
長くなることに伴って精神発達や外遊びにも影響が
出てくることを示唆している 8）。
　一方で、子どものテレビ視聴時間を規定する要因
となっているのは何であろうか。先にあげた“子ども
に良い放送”プロジェクトの中間総括報告 1）では、
親のテレビ視聴時間、親のテレビ影響観（テレビに
対してよい影響の方が多いと思っているのか、悪い
影響の方が多いと思っているのか）、親の選択フィル
タリング行動が子どものテレビ視聴時間と関わってい
ることを示している。つまり、親（特に母親）のテレ
ビ視聴時間が長いと子どものテレビ接触時間も長く
なること、親がテレビに対してよい影響が多いと思っ
ているほど子どものテレビ接触時間が長くなること、
親の選択フィルタリング（たとえば番組内容を選択し
たり、食事中にテレビをつけないようにするなど）が
多いと子どものテレビ接触時間が少なくなることを見
出している。この調査の他にも、親のテレビに対す
る視聴制限と親の視聴状況が子どもの視聴時間を左
右することを指摘した研究が報告されている。加納ら

（2009）は、1 歳 6 ヶ月児と3 歳児を対象にして、幼
児期のテレビ・ビデオ視聴と養育環境の関連を検討
した。その結果、養育者が視聴時間量や時間帯を
決めたり食事中の視聴制限をすることや、視聴以外
の活動をするほど視聴時間が短くなること、養育者
が長時間視聴であると子どもも長時間視聴になるこ
とを報告している 9）。また、服部・足立（2006）は、
3 ～ 5 歳児の就寝時刻と両親の帰宅時刻並びに降
園後のテレビ・ビデオ視聴時間との関連性を調べて
いる。彼らは、夕食中の視聴時間および夕食後から

旦直子

就寝までの視聴との間に正の相関があることを報告
し 10）、夕食中・後のテレビ視聴時間を調節すること
で就寝時刻を早められる可能性を指摘した。さらに、
ゲーム以外の活動が多いと視聴時間が短くなるとい
う知見も見出されている。幼児のテレビ・ビデオ視聴
時間、ゲーム時間と生活実態との関連を調べた栗谷・
吉田（2008）は、絵本の読み語りや親子で遊ぶなど
の親の直接的な関わりが視聴時間・ゲーム時間に関
連があることを報告している11）。
　以上のように、何が子どものテレビ視聴時間に影
響を及ぼすのか、また視聴時間が子どもの発達の何
に影響を及ぼすのかについては様々な研究がなされ
てきた。しかし、こうした研究はその多くが相関関
係を示すデータを元に議論されているため、因果関
係についてははっきりしていない。“子どもに良い
放送”プロジェクトのように、因果関係の推定を目
指してパネル・パラダイムを用いておこなわれてい
る研究もあるが、その数は非常に少ないのが現状で
ある。テレビ視聴が本当に子どもの発達において重
大な影響を与えるのであれば、その因果関係を解明
することは不可欠であろう。
　そこで本研究では、質問紙法を用いて、子どもの
テレビ視聴に関わる様々な変数間の因果の方向性を
検討することを目的とした。そのためにまず、先行
研究で因果性が示唆されている、子どものテレビ視
聴に関わる様々な変数の関連を全体的に把握するこ
とを試みた。子どものテレビ視聴時間に影響する要
因としては、母親のテレビ視聴時間、母親のテレビ
に対する態度（テレビを肯定するかどうかやテレビ
視聴時間をコントロールするか）、母親のテレビに
対する以外の養育態度（テレビ以外の活動への積極
性や教育に対する態度）を取り上げる。テレビの視
聴時間が子どもの発達に及ぼす影響については、自
律度（生活習慣ができているか）と子どもの発達（言
葉に遅れがないかや、発達に不安がないかなど）を
取り上げて検討する。その上で、テレビ視聴時間と
他の子どもの生活変数の間の因果関係について示唆
を得るため、共分散構造分析を用いて、因果の方向
性の吟味を試みた。

2．方法
2-1．調査手続きと調査参加者
　調査時期は、2011 年 3 月から 5 月にかけておこ
なわれた。東京都 A 区内の 3 つの園（保育園、幼
稚園、幼保園）の職員を介して質問紙の配布・回収
を行い、園に通う就学前児（1 ～ 6 歳）を持つ母親
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144 名からの協力を得た。そのうち、欠損値を含む
データを除いた 139 名のデータを分析対象とした。

2-2．説明モデルの構築と質問紙の構成
概念モデル
　先行研究でテレビ視聴に影響を与える要因として
示されている、母親の育児一般への態度（「教育意欲」

「TV 外活動」）とテレビへの態度（「親の視聴時間」
「親の TV 肯定度」「親の TV 統制度」）、を想定した。
一方で、テレビ視聴からの影響が議論されている子
どもの生活変数として、「自律度」「発達評価」をお
いた。さらに、総合的な子育ての質の指標として「親
の子育て満足度」を考えた。
　これらから、母親の育児・テレビ態度→子どもの
生活変数→子育て満足度という影響の流れと、子ど
もの生活変数の中でのテレビ視聴時間と他の生活特
性との間の相互の影響関係を描いた仮説モデルを構
築した（図 1）。
質問紙の構成
　以上にあげた 9 つの変数を調べるために、母親の
評定を用いた質問紙を構成した。変数のうち、親の
テレビ視聴時間、子どものテレビ視聴時間について
はフェイスシートで尋ねた（それぞれ「平日、あな
たがテレビ・ビデオ・DVD を見ている時間は１日
にどれくらいですか？」、「平日、お子さんがテレビ・
ビデオ・DVD を見ている時間は１日にどれくらい
ですか？」という質問であった）。なお、本調査に

おけるテレビとは、テレビの他、ビデオ・DVD の
映像メディアを含めて考える。
　それ以外の変数については、複数の質問項目から
構成されていた（表 1）。各項目の表現がどれくら
い当てはまるかについて、それぞれ「1．まったく
当てはまらない」から「5．とても当てはまる」の
5 段階で回答してもらった。質問項目についてはラ
ンダムな順番で配列した。1 つ 1 つの変数に対応す
る質問項目の数が 2 ～ 6 と少なかったが、これは実
施上の制約の中で、テレビを取り巻く諸変数を全体
的に把握したいという研究目的との両立をはかった
結果である。
　これらの質問項目の他、質問紙では、子どもの年
齢、性別、同居家族、兄弟数、平日一日あたり親子
で一緒に過ごす時間、平日子どもが一日にテレビや
DVD のついている部屋で過ごす時間（テレビ接触
時間）、子どもがよく見るテレビ番組名、子育て支
援者の有無を尋ねた。
得点化
　テレビの視聴時間およびテレビの接触時間につい
ては、1 日あたりの視聴時間を○時間○分という形
式で記入してもらい、その値を用いた。他の 7 つの
変数についてはリッカート尺度とみなして 0 ～ 4 点
で得点化し、逆転項目については 4 ～ 0 点で変換し
た後、変数ごとに項目間の平均値をとってその変数
の得点とした。

就学前児のテレビ視聴と母親の育児態度

図 1.　本研究での概念モデル
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表 1.　本研究で使用した質問項目
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3．結果

3-1．変数αの信頼性
　各変数に対応する項目数は少なかったが、α係数
は「子育て満足度」を除いて 0.51 ～ 0.71 という中
程度の値であった（表 2）。「子育て満足度」ではα
=0.36（項目数 4）であったが、これは満足度が子
育ての様々な側面での満足度を尋ねる多面的な指標
だったからだと思われる。以上から、一定の信頼性
があると考えられる。

3-2．基本的属性
　表 3 に、子どもの年齢、性別、きょうだい、通園先、
両親の勤務形態ごとの人数を示す。
　対象児は 5 歳を中心として 1 ～ 6 歳にわたってい
た。本研究では、保育園、幼保園、幼稚園の 3 つの
園から協力を得て行われたが、各園の受け入れ対象
年齢や定員数の差が、各年齢の人数にばらつきが
出たことにつながったと考えられる（表 4）。また、
幼保園において 6 歳児がゼロであるのは、実施時期
が 5 月であり、年長児クラスにおいて 6 歳の誕生日
を迎えていない子どもがほとんどであったことが原
因であろう（保育園と幼稚園は 3 月に実施した）。
本来、実施時期についてはすべての園について 3 月
に実施する予定であったが、2011 年 3 月に起こっ
た東日本大震災の影響により、実施時期にばらつき
が生じた。
　きょうだい数は、2 人きょうだいが最も多く

（47%）、次いで１人っ子（27％）、3 人きょうだい
（21％）の順に多かった。平均は 1.04 ± 0.82 人（±
は標準偏差）であった。
　両親の勤務形態については、ほとんどの家庭で父
親はフルタイム勤務であった。母親については、専業
主婦が全体の 34%、パートタイムが 35%、フルタイ
ムが 27%であり、パートタイムを含めて仕事を持つ母
親が 62%と半数を超えていた。これは、今回協力を
してくださった園（表 5）の特性に由来すると考えら

れる。一般的に、保育園はほとんどすべての家庭が
両親ともに仕事を持っており、幼稚園では専業主婦
家庭が多い。今回協力を得た幼保園においては、制
度上は 1 歳児から 3 歳児までは保育園、4 歳児・5
歳児は幼稚園としての認可を受けている園であったた
め、3 歳児まではほとんど共働き家庭であった。

3-3．平日の子どもと母親のテレビ視聴状況
　子どもの平日一日あたりのテレビ平均視聴時間は
1.74 ± 1.09 時間、子どものテレビ平均接触時間は

就学前児のテレビ視聴と母親の育児態度

表 2.　各変数に対する質問項目数とα係数

表 3.　こどもの基本的属性

表 4.　児の年齢と所属のクロス表

表 5.　母親の勤務形態と所属のクロス表
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図 3. 性別毎の TV 視聴時間・TV 接触時間・親の TV
視聴時間の平均値

図 4. 母親の勤務形態別の TV 視聴時間・TV 接触時間・
親の TV 視聴時間の平均値

3.53±1.92時間、母親のテレビ視聴時間は2.17±1.82
時間であった。
年齢によるテレビ視聴状況の差異
　年齢毎に、子どものテレビ視聴時間、テレビ視聴
時間、親のテレビ視聴時間を示した（図 2）。この
図を見ると、子どもの視聴時間、接触時間、親の視
聴時間のすべてにおいて、年齢が高くなるにつれて
視聴時間や接触時間が増えているように見えるが、
分散分析の結果、有意差があったのは子どものテレ
ビ視聴時間だけであった（F（5,133）=4.50,	p<.05;	
Tukey 法による多重比較の結果、6 歳児は 2 歳児お
よび 3 歳児よりも視聴時間が長かった）。

性別によるテレビ視聴状況の差異
　男児と女児で視聴状況に差があるかどうかを検討
した（図 3）。その結果、子どものテレビ視聴状況、
子どものテレビ視聴時間、親のテレビ視聴時間とも
に男児と女児で差はなかった。
母親の勤務形態によるテレビ視聴状況の差異
　父親についてはほとんどの家庭でフルタイム勤務
であったため、本調査では母親の勤務形態によっ
て視聴状況に差があるかどうかを吟味した（図 4）。

子どものテレビ視聴時間、児のテレビ接触時間、親
のテレビ視聴時間ともに、勤務時間が多くなるにつ
れて減っていることが分かる。分散分析の結果、勤
務形態によって子どものテレビ視聴時間、子どもの
テレビ接触時間、母親のテレビ視聴時間で差が見ら
れ た（F（2,132）=11.80,	p<.05;	F（2,132）=19.05,	
p<.05;	F（2,132）=3.43,	p<.05）。Tukey 法による多
重比較の結果、テレビ視聴時間は、専業主婦の方が
パートタイムやフルタイムよりも高いことが示され
た。また、テレビ接触時間は、専業主婦の方がパー
トタイムやフルタイムよりも高いこと、パートタイ
ムの方がフルタイムよりも高いことが分かった。親
の視聴時間については、フルタイムよりも専業主婦
の方が高いことが示された。

3-4.　変数間の関係の検討
　概念モデルに従って変数間の関係を吟味するた
め、パス図を構成し、共分散構造分析を用いてその
適合性を評価した。手順は、①基本モデルの作成、
②探索的な共分散構造分析の実施、③テレビ視聴時
間と生活変数の間の因果性の評価、であった。

①基本モデルの作成
　適切なモデルを探索する土台とするため、以下の
方針を立てて、網羅的なパスを描いたパス図を構築
した。
・母親のテレビ態度・育児態度を示す 5 変数（母親

のテレビ視聴時間、TV 肯定度、TV 等制度、TV
外活動、教育意欲）を外生変数とし、相互に相関
関係を仮定する。

・外生変数から直接影響を受けるものとして、子ど
もの生活特徴である3変数（TV視聴時間、自律度、
発達度）をおく。

旦直子

図 2. 年齢別の TV 視聴時間・TV 接触時間・親の TV
視聴時間の平均値
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・最終的な子育ての質の指標として、親の子育て満
足度を用いる。

・外生変数から生活特徴（5 × 3=15）、生活特徴か
ら子育て満足度（3）には全ての因果性を仮定する。

・因果の方向性を吟味する「TV 視聴時間－自律度」
「TV 視聴時間－発達度」には両方向の因果パス
を仮定する。

・3 つの生活特徴のうち、因果性を吟味しない「発
達度」と「自律度」の間には相関関係を仮定する。
②探索的な共分散構造分析の実施
　基本モデルに対して、探索的な共分散構造分析を
おこない、データに合致するモデルを検討した。そ
の際、計算の効率上の理由から、相関が 5％水準で
有意であったパスについては、必ずパスが描かれる
ように固定しておこなった。最適モデルの選択の基
準としては BCC0 を用いた。その結果得られた最
適なパス図が図 5 である（BCC=77.052,	GFI=.962,	
AGFI=.918,	RMSEA=.039）。GFIおよびAGFIが .90
を超えており、RMSEA が .05 を切っているので、
非常に当てはまりのよいモデルといえる。
③テレビ視聴時間と生活変数の間の因果性の評価
　②で描かれたモデルにおいて、「TV 視聴時間←
自律度」のパスが描かれたが、確認のために「テレ

ビ視聴時間－自律度」の因果の方向性について細か
く吟味した。
　まず因果の方向を逆方向にしたモデルとの間
で適合度の比較をおこなったところ、GFI=.960、
AGFI=.915、RMSEA=.044 であった。これらの値
は十分な適合度を示すものであるが、元のモデルよ
りは適合度は低かった。
　さらに、両方向の因果性を同時に吟味するため、
双方向の因果パス（TV 視聴時間→自律度、自律度
→ TV 視聴時間）を描いたモデルを分析にかけた
ところ、標準化パス係数は TV 視聴時間→自律度
で .01、自律度→ TV 視聴時間で－ .14 となり、自
律度から TV 視聴時間への影響の方がはるかに大き
いという結果になった。
変数間の関係
＜外生変数から子どもの生活特性への影響の特徴＞
　母親のテレビ視聴時間は、子どものテレビ視聴時
間に正の影響を与えていた。また、自律度に正の影
響を与えていたのは、TV 肯定度、TV 統制度および
TV 外活動であった。発達評価は TV 統制度によっ
て正の影響を受けていた。TV 統制度は、子どもの
生活特性すべて（自律度、TV 視聴時間、発達評価）
に対して関係があり、TV 視聴時間には負の影響を、

図 5. 本研究で得られた最適モデル
 数値は標準化パス係数の推定値を示す
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自律度と発達評価へは正の影響を及ぼしていた。
＜ TV 視聴時間と他の生活特性との関係＞　
　自律度から TV 視聴時間への負の影響が見られ
た。つまり、自律度が高いほど TV 視聴時間が短く
なるという因果性が示唆された。TV 視聴時間と発
達評価の間には関連がなかった。
＜子どもの生活特性から子育て満足度への影響の特徴＞
　子育て満足度には、自律度からのみに正の影響が
あった。

4．考察
　本研究では、子どものテレビ視聴に関わる様々な
変数間における因果の方向性の吟味を質問紙法に
よって試みた。ここではまず、子どもたちのテレビ
視聴状況について考察してから、得られた最適モデ
ルを元にして、子どもの生活特性に影響を与える母
親の態度要因、テレビ視聴時間と自律度の関係、子
育て満足度に影響を与える要因の順に検討する。そ
して、これらの知見を元に、テレビ視聴と子どもの
発達について考えていく。
子どものテレビ視聴状況
　母親の勤務形態（専業主婦、パートタイム、フル
タイム）別にテレビ視聴状況を見てみると、母親の
勤務時間が長くなると親も子もテレビ視聴時間が短
くなっていた。当然ながら仕事を持っていないと親
子ともに在宅時間が長くなる。そのため、テレビを
視聴する時間も増えたと考えられる。
　子どもたちの平均視聴時間を年齢別に見てみる
と、2、3 歳児で低く（1 日あたり約 1 時間）、6 歳
児で高かった（1 日あたり約 2 時間）。中井ら（2010）
の報告 2）によると、就学前児の平均テレビ視聴時
間（専念視聴とながら視聴を合わせた時間）は、1
歳台が最も長く（1 時間 44 分）、成長に伴って減っ
ていくという（5 歳台では 1 時間 36 分）。今回、年
長児の方がテレビ視聴時間が長かったのはなぜだろ
うか。考えられる理由としてサンプル抽出をした地
域の違いがあるが、それよりもより大きな要因とし
て考えられるのが、本研究のサンプル抽出に偏りが
あったことである。今回は受け入れ年齢や定員数の
異なる 3 園に通う子どもたちの母親を対象として研
究を行ったが、年齢ごとの人数や母親の勤務状況の
割合を考えると、地域全体を代表しているとはいい
がたい。特に、今回は通園している子どもたちを対
象としたため、0 ～ 3 歳の年齢についてはほとんど
が母親が仕事をもっている家庭のデータであった。
先に述べたように、母親の勤務時間が長くなると、

テレビ視聴時間が短くなる。そのため、今回の調査
では低年齢児で視聴時間が少ないという結果につな
がったのではないか。今後は、年齢や母親が仕事を
もっているかどうかなどに偏りがないよう統制した
うえで、先行研究の結果と差異があるのかどうかを
検討する必要がある。　
子どもの生活特性（TV視聴時間・自律度・発達評
価）に影響を与える母親の態度要因
　子どものテレビ視聴時間に影響を与えたのは、母
親の TV 視聴時間と TV 統制度であった。母親のテ
レビ視聴時間が長いほど、子どもはテレビを長く見
ていた。これは、多くの先行研究（たとえば、中井
ら ,20102）;	加納ら ,	20099）など）によって報告され
ている結果と一致する。親がテレビを見ていれば、
当然子どもも視聴する可能性が高くなると考えられ
る。親の生活習慣が子どもの生活習慣に大きく関係
するといえるだろう。
　自律度には、TV 肯定度、TV 統制度、TV 外活
動が正の影響を与えていた。絵本読みや外遊びなど
のテレビ以外の活動や、テレビ視聴をコントロールす
ることが、子どもの生活習慣の形成を促すことにつな
がると考えられる。なぜテレビ肯定度が自律度を高め
ることにつながるのかについてはこの研究だけからは
はっきりしない。この先、さらに検討が必要である。
TV視聴時間と発達評価の関係
　今回の研究では、TV 視聴時間と発達評価の間に
関連性は見られなかった。いくつかの研究では、テ
レビ視聴時間が長いと発達（語彙発達や精神発達指
標など）にネガティブな影響が見られることを指摘
している（たとえば斎藤 ,	20088））が、本研究の結
果はそれを支持しなかった。今回は、子ども一人一
人に発達検査や語彙検査をしたのではなく、母親に
よる発達評価であったという点が、先行研究との食
い違いを生じさせたのかもしれない。今後検討する
必要があるだろう。
TV視聴時間と自律度の関係
　TV 視聴時間と自律度の関係に負の相関が見出さ
れた。この結果は、テレビ視聴時間の長短と幼児の
生活習慣には負の相関があることを指摘する多く
の研究（服部ら ,	20047）	 ;	栗谷・吉田 ,	200811）など）
と一致する。しかし、共分散構造分析の結果、先行
研究が指摘しているようなテレビ視聴時間を原因と
し生活習慣の形成を結果とするような因果性よりは
むしろ、規則正しい生活習慣効果の結果としてテレ
ビ視聴時間が短くなるという因果性を支持する結果
が得られた。相関研究を用いた研究では、テレビの
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視聴時間と発達に負の相関が見られると、テレビを
長く見ていたために発達に悪い影響が生じたと結論
づけられることが少なくない。たとえば、先にあげ
た、幼児を対象にしてテレビ視聴時間と生活習慣の
形成の間に負の相関を見出した服部ら（2004）の研
究 7）では、節度のない長時間のテレビ視聴は、子
どもの興味優先の生活スタイルに陥りやすく、親の
しつけが細かいところまで行き届かなくなる可能性
があると指摘している。しかし、今回の研究では、
テレビ視聴時間が長いから生活習慣の形成に悪影響
が生じるのではなくて、不規則な生活をしているか
らテレビ視聴時間が長くなる可能性が示された。
TV統制度が自律度、TV視聴時間、発達評価に与
える影響
　TV 統制度は、すべての子どもの生活変数（自律度、
TV 視聴時間、発達評価）に影響を与えていた。親
が子どものテレビ視聴時間を制限したり、内容を吟
味するなどして子どものテレビ視聴をコントロールす
ることは、子どものテレビ視聴時間を短くすることに
関連していることは先行研究によっても指摘されてい
る（中井ら ,	2010）2）。親が子どものテレビ視聴を制
限するよう働きかければ、当然子どものテレビ視聴
時間は減少すると考えられる。しかし、本研究では、
テレビ視聴時間以外の子どもの変数（自律度、発達
評価）にも正の関係があった。なぜ、TV 統制度が
これほど大きな影響力をもつのであろうか。考えら
れる大きな理由の一つは、TV 統制度はテレビに関
する母親の態度を示すだけでなく、育児態度全般に
対する母親の態度を表しているのではないかというこ
とである。子どものテレビ視聴時間を制限してテレビ
視聴以外の活動時間を確保しようとしたり、子どもの
見ている番組が子どもにとって悪影響を及ぼしそうな
ものであるかどうかを気にかける母親は、おそらくテ
レビ以外の子どもの生活全般にわたり、子どもの様
子を見て適宜行き過ぎないように配慮することが多い
のではないだろうか。つまり、テレビを統制すること
が生活全般に影響しているというよりは、テレビの統
制度合いが母親の育児行動全般に対する姿勢を強く
反映する指標となっていることを示唆すると考えられ
る。菅原ら（2007）12）は、3 歳児を対象として、子ど
もの社会性とテレビ視聴の関連を検討したが、その
結果、親のテレビ共有機能（たとえば子どもと一緒に
見るなど）は協調性・共感性および能動性・自己主
張性得点と弱い関連が見られたこと、親のテレビ統
制機能（たとえば見てよい番組が決まっているなど）
の高さも協調性・共感性と関連が見られたことが明ら

かにした。菅原らの研究では、母親のフィルタリング
機能（テレビ視聴の共有・統制）が多いほど、子ど
もの「協調性・共感性」が高いことを示す結果であ
るが、こうしたフィルタリング機能が母親の育児態度
を示す指標となっている可能性もある。
子育て満足度に影響を与える要因
　子育て満足度に対しては、自律度からの正の影響
が見られたが、テレビ視聴時間そのものは親の満足
度とは関連を示さなかった。子どもの自律度が高い、
つまり生活習慣が形成されているほど、親は子育て
に満足感を感じる可能性が指摘された。
テレビ視聴と子どもの発達
　従来、テレビ視聴が子育てや子どもの発達におい
て大きな意味をもつという立場から、様々な研究がな
されてきた。その多くは相関研究であったが、そこ
から得られた結果は、テレビの長時間視聴が生活や
発達に悪影響を及ぼすことを示唆する目的で用いら
れてきたことが多かった。しかし、今回の結果からは、
テレビの視聴時間はむしろ他の生活特徴を反映する
指標の一つと解釈する方が妥当であることが示唆さ
れた。極端に長いテレビ視聴時間は、その子どもの
生活全般における何らかの問題の結果引き起こされ
たものなのかもしれない。先に、乳幼児期のテレビ
視聴と後の注意の問題の関連を示した Christakis	
et	al.（2004）の研究を紹介したが、この研究データ
に収入や母親の学業成績などの要因を加えて再分析
をしたところ、テレビ視聴時間の効果が消えてしまっ
たことが示されている（Foster	&	Watkins,	 2010	
14））。子どもの発達を後押しすることを考えるのであ
れば、極端な長時間視聴が生じている場合、視聴時
間を短くすることばかりにとらわれるのではなく、長
時間視聴を可能にしてしまう生活環境全般を根本か
ら見直していくことが必要であろう。
　また、今回は調査の対象としなかったが、視聴時
間だけでなく、コンテンツによる影響も検討すべき課
題である。暴力的な映像と子どもの攻撃性との関連
を指摘する研究 13）などネガティブな知見が多く見ら
れる一方で、コンテンツによっては言語発達を促すと
いう報告もある。たとえば、Rice	et	al.（1990）15）は、
就学前児におけるセサミストリートの視聴と語彙発達
を縦断的に調べた結果、セサミストリートの視聴は
就学前児の語彙発達を促すことを示している。また、
低所得層の 2 ～ 5 歳と4 ～ 7 歳の 2 グループを対象
としたWright	et	al.（2001）の研究 16）では、3 年間
テレビ視聴日誌をつけてもらい、さらに年一回、読み・
算数・受容言語・スクールレディネスのテストを行った。
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その結果、2 ～ 3 歳時の幼児向け教育番組の視聴が
後の好成績を予測することが示された。一方、一般
番組の頻繁に見る子どもはそうでない子どもよりも成
績が劣ることも明らかにされ、テレビ番組の視聴が
アカデミックスキルを促すかどうかは番組内容による
ことも示唆されている。
　好むと好まざるとにかかわらず、もはや子どもた
ちにとってテレビは生活環境の一部となっている。
子どもがどのような番組をどのくらいの時間視聴し
ているのかを気にかけ、他の活動とのバランスを取
りながら上手にテレビとつきあっていくことが重要
であると考えられる。
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